
教育目標 「明るく」「賢く」「強く」「やりぬく」 

 

 

 

 
 
          は   ち   す   は   な  

 令和７年５月２９日 第２号 
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「答えのない問い」 
１９６５年生まれの私が中学生だった頃の勉強の仕方は、漢字や英単語を練習し、英語の基本文を覚え、

計算問題を解き、地図にある地名を覚え、歴史上の出来事や人物を覚え、植物の構造を覚え、化学変化式

を覚えてきました。これらの内容を覚え、テストで解答できるようになるために、新聞チラシの裏にひた

すら繰り返し書いたり、暗唱や暗記をしたり、ワークの問題をひたすら解いたりしてきました。もちろん、

知識を覚えることもその知識を活用することも必要ですが、この学び方だけでは、これからの時代に必要

な力を身につけることはできないだろうと言われています。 

私が中学生だった頃は、「鎌倉幕府は何年に成立したか？」の問いに、「イイクニつくろう鎌倉幕府」

と語呂合わせで覚え、「１１９２年」と暗記していればよかったのですが、現在の中学校の歴史教科書で

は、源頼朝が守護・地頭を置く権利を得た「１１８５年」を鎌倉幕府の成立年として取り扱っています。

また、坂本龍馬らの尽力によって、１８６６年に締結された薩長同盟に関する問題が試験で出題される

としたら、私が中学生だった頃は、「薩長同盟」と解答欄に書けば正解でした。現在の中学校では、「ど

うして坂本龍馬は、薩摩藩と長州藩を結びつけようとしたのでしょうか？ 目的は何だと思いますか？」

とか、「あなたが坂本龍馬だったら、犬猿の仲だった薩摩藩と長州藩を結びつけるためにまず何をしま

すか？」といった問いに向かい合うことになると指摘されています。そうすると、知識を身につけるだ

けでなく、その知識の背景にも目を向けて、いろいろな角度から調べてみたり、坂本龍馬になったつも

りで考えてみたり、他の人たちと話し合ってみたりすることが求められます＊１。そうすることによって、

これからの時代に必要な力を身につけていきましょうということなのです。 

赤塚中学校では、《向上を目指す３つの力》（自分を高める力、自分と向き合う力、他者とつながる力）

を生徒に身につけさせたい「資質・能力」として位置づけ、これらの力の向上と育成を目指した取組を

行っていきます。その際、教職員が生徒の姿を見取る目を共通に育てたり、即時的、または適時的にフ

ィードバックする視点を共有したり、授業や学校行事の振り返りなどを活用したりすることにより生徒

の豊かな成長を支え、「目指す子どもの姿」に迫っていきます。それは、「すべての生徒に将来幸せに生

きていってもらいたい」という願いがあるからです。そのため、私が中学生だった頃とは違い、答えの

ない問いを通して、「正解がない問いがあることを知り」、「自分なりの正解を求められる機会を重ね」、

「自分なりの正解を表現し伝える力を培う」。赤塚中学校をそんな場所にしていきたいと考えています。 

RADWIMPS さんの『正解』という曲を全校集会で聴きました。歌詞にこんなフレーズがあります。 
 

 あぁ 答えがある問いばかりを 教わってきたよ そのせいだろうか  

僕たちが知りたかったのは いつも正解などまだ銀河にもない 

一番大切な君と 仲直りの仕方 大好きなあの子の 心の振り向かせ方 

なに一つ見えない 僕らの未来だから 答えがすでにある 問いなんかに用などはない 
 

 制限時間はあなたのこれからの人生 解答用紙はあなたのこれからの人生 答え合わせのときに 

私はもういない だから採点基準はあなたのこれからの人生  「よーい、はじめ」 

＊1「非認知能力が子どもを伸ばす」中山芳一著（東京書籍） 



  関西方面の修学旅行に行ってきました！ 
４月２０日(日)から４月２２日（火）まで、３年生が奈良・京都・大阪への修学旅行に行ってきまし

た。修学旅行を振り返って、修学旅行実行委員長の３年Ａ組○○さんにインタビューをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 赤塚中学校『生徒会スローガン』が決定しました‼ 

Q1：『修学旅行』のスローガンとそのスローガンに込めた想いを聞かせてください。 

○○さん：スローガンは、「Enjoy！ 関西 ６１人でつくる最高の修学旅行」です。一生に一度の思

い出に残るものだから、６１人全員で最高な思い出にしたいとの願いを込めました。 

Q2：３日間の修学旅行で、あなたの「一番」は何でしたか？ また、その理由を聞かせてください。 

○○さん：全部が「一番」で答えづらいですが、初めて行った USJ です。 

友だちと初めての経験をたくさんできたことが楽しかったですし、 

すてきな写真もたくさん撮ることができたからです。 

Q3：『修学旅行』を通じて、「もっとこうなったらいい！」と思ったこ 

とはありますか？ 

○○さん：集合時間に遅れて戻ってきた生徒がいたので、そこは３年生としての自覚をもって行動し

てほしいなと思いました。 

Q4：どうして、そう思ったのですか？ その理由を聞かせてください。 

○○さん：２年生のときも、時間に遅れてくる人がいましたが、3 年生 

としての自覚をもって、下級生の見本になれればと思います。それを 

これからの学校生活に生かしていければと思いました。 

Q5：そのために、あなたは実際にどんなことができると思いますか？ 

○○さん：声をかけるだけでは不十分だと思います。チェック活動をもう一度考えたいです。 

Q6：『修学旅行』のスローガンは達成できたと思いますか？ 

○○さん：みんなの表情や笑顔から、６１人で最高の思い出をたくさん作れたと思います。 

Q7：最後に、１・２年生やご家族に向けて一言お願いします。 

○○さん：１・２年生には、まわりを見て行動することと時間を守ることの大切さを伝えたいです。

家族には心配をかけたと思うけど、「めっちゃ楽しむことができたよ！」と感謝を伝えたいです。 

USJ で記念撮影 

奈良大仏殿周辺を散策 

 ５月７日（水）の生徒朝会で、令和７年度 赤塚中学校 生徒会スローガンの発表が行われ、生徒会長の 

○○さんからスローガンに込めた想いなどの説明がありました。 

 令和７年度のスローガン『未来へ翔ける輝く絆』には、全校生徒で団結し、協力しながら、未来を切り

開いていこうという願いが込められています。 

 このスローガンのように、生徒が団結し、協力し合える学校にするためには、生徒一人一人が積極的に

行動することが大切です。生徒一人一人が積極的に行動することで、自分の可能性も広がります。話し合

いや行事の場面で積極的に物事に取り組むことで、団結力を高めることにもつながります。 

 また、生徒会では現在はあまり使用されていない意見箱を活用するなど、例年通りの活動にプラスして、

新しい活動も計画していきたいと考えているそうです。 

 このスローガンのもと、全校生徒が支え合いながら、団結し合える学校を創っていきましょう！ 

生徒会長からの説明を傾聴する生徒 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月２６日（月）、インフルエンザの影響で１週間延期となった、第１回生徒総会が行われました。 

 議事に先立ち、生徒会長 ○○さんが、「今日は、今年度の活動について、全校生徒で確認し合うことがね

らいです。よりよい赤塚中をつくるために、真剣に話し合いに参加してください」と述べました。 

続く議事では、生徒会本部から、今年度の活動の重点として、「ＴＧＣ（Time…時計を見て行動し、充実

した学校生活を送ろう、Greeting…日々の活気あるあいさつを通して、活気ある学校を創りあげよう、 

Ｃleaning…校内外の清掃活動に積極的に取り組もう）を当たり前にできる集団に！」が提案されました。 

５月７日（水）に各学級で行った議案書審議を受けた代表質問で、「ＴＧＣに学習面も含めてはどうか？」

という意見がありました。この意見に対し、生徒会本部は、「ＴＧＣは、生活面だけではなく、学習面にも

関係があります。時間を見て行動することは学習にも必要であり、環境を整理することは学習のやる気や

意欲につながります。生活面ばかりでなく、学習面も含めて、ＴＧＣが当たり前にできる集団づくりを重点

として活動していきます」と答弁し、生徒会本部提案は承認されました。また、佐潟クリーン活動や風輝

祭、いじめ撲滅活動（ＳＳＰ）などの年間活動計画が提案され、すべて提案どおり承認されました。 

意識する（身の回りのことを見取るレンズをもつ）ことで、集団や個人を客観的にとらえる力が培われ、

ひいては集団や個人の学力の向上につながると言われています。活動の重点である「ＴＧＣが当たり前に

できる集団づくり」を通して、学校全体の学習に向かう姿勢が高まることを期待しています。 

その後、第２号議案として生徒会予算案、第３号議案として専門委員会の活動計画、第４号議案として部

活動の活動計画が提案されました。代表質問では、体育委員会に対し、「体育館使用の計画を各教室にも掲

示してほしい」という意見が出され、各教室にも掲示することが決まりました。また、保健委員会に対し、

「熱中症予防活動や感染症予防活動について、ポスターの掲示や昼の放送で健康についての話をしてはど

うか？」という提案があり、活動を増やしていくことが 

決まりました。 

閉会のあいさつで、副会長の○○さんが、「全校生徒が 

真剣に参加していてすばらしかったです。生徒全員でより 

よい赤塚中をつくっていきましょう」と述べて生徒総会を 

終了しました。 

 これにより令和７年度の活動が正式にスタートしました。 

第１回 生徒総会 ～令和７年度の活動計画が決定しました～ 

５月１４日（水）、授業参観・PTA 総会・部活動保護者会を実施しました。例年、４月の第４土曜日

に行ってきた授業参観と PTA 総会ですが、地域運動活動や文化活動に参加する生徒も増え、所属団体

の試合などが組まれることが多くなってきたこと、同日に地域の行事が行われていることなどから、５

月の平日の実施とさせていただきました。当日は、インフルエンザによる学年閉鎖のため、３学年の授

業参観は、残念ながら中止とさせていただきましたが、大変多くの方から参加していただくことができ

ました。あらためて感謝申し上げます。 

PTA 総会では、令和７年度の役員と事業計画、予算案が事務局提案のとおり承認されました。また、

今年度からの学校諸校費・給食費の公会計化と令和８年度からスタートする部活動の地域展開による部

活動補助費の取り扱いについて、後援会費を廃止することと昨年度の残金を２・３年生の部員数を基礎

として各部に分配することが事務局提案のとおり承認されました。 

部活動保護者会では、今後の生徒の活動の場を保障するため、保護者会を実施主体とする地域運動活

動の立ち上げについて、規約づくりや組織づくりを話し合うなど、積極的な活動を行っていただきまし

た。地域運動活動については、地域クラブ、もしくは保護者会が実施主体となる、ジュニア利用枠を活

用した活動の場を整備することができてきております。保護者の皆さまのご協力に感謝申し上げます。 

授業参観で見られた「赤中生のいいトコロ」について、コメントいただきました。以下に紹介します。 

授業参観・ＰＴＡ総会・部活動保護者会への参加 
ありがとうございました！ 

生徒のみなさん、とても楽しそ

うに授業を受けていました。 

いい表情でした。よし！私も‼ 

あいさつ、大きな声で 

気持ちがいい‼ 

男女仲が良い⤴ 

あいさつが元気でいい‼ 

楽しそうに授業を受けていると

ころが印象的でした！ 
１年 B 組 道徳の授業風景 

議案を承認する様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 月 の 主 な 予 定 
6/２（月） Ⅰ期テスト ６/13（金） 短縮時程 

３（火） Ⅰ期テスト 避難訓練 尿検査（二次） 16（月） 特別時程 市体育大会 

４（水） 生徒朝会 専門委員会 17（火） 特別時程 市体育大会 

５（木） 短縮時程 19（木） 生徒朝会 

６（金） 市体育大会激励会 23（月） 歯肉炎予防教室（1 年） フッ素洗口 

９（月） 
短縮時程 フッ素洗口 部活動強調週間 
市体育大会（ソフトテニス部） 24（火） 

佐潟クリーン活動 全校朝会 スクールカウン
セラー来校日 

10（火） 短縮時程 市体育大会（ソフトテニス部）  26（木） ALT 

11（水） 短縮時程 27（金） 佐潟クリーン活動（予備日） 

12（木） 短縮時程    30（月） フッ素洗口 Q-U テスト実施 

顔写真 外山 克明 さん （地域教育コーディネーター） 

 ５月より地域教育コーディネーターとして勤務させていただきます外山克明です。

50 年ほど前、私も赤塚中学校の生徒でした。赤塚中学校区の地域と生徒たちのために、

少しでも貢献できるよう努めていきます。よろしくお願いいたします。 

顔写真 荒木 愛美 先生 （スクールカウンセラー） 

 スクールカウンセラーの荒木です。悩みごとがあったり、学校生活に少し疲れてしま

ったりしたときは、会いに来てもらえたらと思います。保護者の方からのご相談もお受

けしておりますので、お気軽にご利用ください。 

顔写真 小山 凱人 先生 （学習支援ボランティア） 

 週に１回のペースでお世話になります。新潟大学から参りました小山凱人と言います。 

分からないことが多くあると思いますが、みなさんとともに学びながら成長していける

ように頑張ります。よろしくお願いいたします。 

新しく来られた先生方です ～よろしくお願いします～ 

輝く成果 部活動大会結果 
野球部は、４月 26 日（土）・５月３日（土）に第２７回第四北越銀行旗争奪新潟県少年野球大会に参

加しました。ブロック決勝で惜しくも敗れ、県大会への出場まであと一歩でしたが、ブロック２位の見

事な成績を収めました。 

  対東石山中  ２－０（勝ち）   対新津一中  ３－２（勝ち） 

  対新津二中  ７－０（勝ち）   対新津五中  １－８（惜敗）最終結果 ブロック２位 

女子バスケットボール部は、５月１１日（土）・１2 日（日）に第 21 回タイガーカップに参加しまし

た。県外の強豪チームも参加するレベルの高い大会で、見事に３位に入賞を果たしました。 

（予選リーグ） 

対木戸中 93－22（勝ち）  対阿賀野 BBC 56－37（勝ち） 

            （決勝トーナメント）  対 SERPENTES U15 47－66（惜敗）  

対 GODDESS ４7－４4（勝ち）      最終結果 ３位 

２学年 キャリア教育『マナー講習会』を行いました 
５月２１日（水）の５・６限、キャリアアドバンス代表 岡田 美栄 様を講師にお招きし、２学年キャ

リア教育の一環として『マナー講習会』を行いました。この講習会は、新潟新卒応援ハローワークの事

業を活用したもので、赤塚中学校では毎年実施しています。７月の「職場体験」を見通して、社会生活で

いきるマナーについて、画像や実際の体験を通して具体的に学ぶこと 

ができました。今回の講習会で身につけたことを、これからの学校生 

活で実践するとともに、７月の「職場体験」でいかし、充実した「職 

場体験」ができるよう、しっかりと事前学習にも取り組んでいきます。 

５月 20 に表彰を行いました 


